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《
顕
功
表
彰
》

■
輪わ

島じ
ま　

絹き
ぬ

子こ

さ
ん
（
柏
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
江
差
町
図
書
館
協
議
会
委
員
と
し

て
教
育
文
化
の
振
興
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も

に
社
会
教
育
委
員
や
港
湾
審
議
会
委
員
を
歴
任
さ
れ

る
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
町
の
振
興
発
展
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

■
神か

ん
だ田　
一い

ち
郎ろ

う
さ
ん
（
茂
尻
町
）

　

平
成
元
年
よ
り
江
差
町
消
防
団
に
入
団
し
、
平
成

31
年
４
月
よ
り
第
三
分
団
長
と
し
て
、
30
年
の
長
き

に
わ
た
り
民
生
の
安
定
と
消
防
業
務
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

■
大お

お
島し

ま　
久く

美み

子こ

さ
ん
（
津
花
町
）

　

平
成
４
年
12
月
か
ら
現
在
ま
で
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
福
祉
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、

か
つ
、
社
会
福
祉
委
員
と
し
て
、
社
会
福
祉
活
動
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

《
栄
誉
表
彰
》

■
佐さ

藤と
う　

志し

保ほ

里り

さ
ん
（
江
差
中
３
年
）

　

令
和
元
年
度
第
46
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
に
お
い
て
、
中
学
女
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル

並
び
に
２
０
０
メ
ー
ト
ル
走
に
お
い
て
全
国
第
２
位

に
輝
き
、
特
に
２
０
０
メ
ー
ト
ル
走
に
お
い
て
は
北

海
道
記
録
を
樹
立
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

《
善
行
表
彰
》

■
ヒ
ダ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
愛
知
県
）

　
　
　
　
　
　

 

代
表
取
締
役　
小こ

池い
け　
一か

ず
三み

さ
ん

　
町
の
地
域
振
興
の
た
め
に
と
現
金
１
，０
０
０
万
円

の
寄
付
を
さ
れ
ま
し
た
。

■
株
式
会
社
ユ
ー
ラ
ス
江
差
風
力
（
水
堀
町
）

　
　
　
　
　
　

 

代
表
取
締
役　
高た

か
瀬せ　
達た

つ
秀ひ

で
さ
ん

　

町
の
地
域
振
興
の
た
め
に
と
現
金
１
９
０
万
円
の

寄
付
を
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

（前列左から）小笠原表彰審議委員会長、輪島絹子さん、町長、大島久美子さん、打越議会議長
（後列左から）副町長、神田一郎さん、佐藤志保里さん、ヒダホールディングス㈱　さん、教育長

江
差
町
表
彰
式

令
和
元
年
度

受
賞
さ
れ
た
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

菊
薫
る
文
化
の
日
の
11
月
３
日
、
令
和
元
年
度
江

差
町
表
彰
式
が
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
え
さ
し
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
顕
功
、
栄
誉
、
善
行
の
分
野
で
２
社

４
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
、
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
こ
れ
ま
で
の
受
賞
者
や
関
係
者
な
ど
70

名
が
出
席
し
、
栄
え
あ
る
功
績
を
た
た
え
、
祝
福
し

ま
し
た
。

受賞者を代表して謝辞を述べる輪島絹子さん
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江
差
追
分
会
ブ
ラ
ジ
ル
支

部
創
立
30
周
年
記
念
式
典

（
ブ
ラ
ジ
ル
）

決
算
特
別
委
員
会

江
差
消
防
署
入
札
／
江
差

建
設
協
会
と
の
懇
談
会
／

課
長
会
議

水
堀
町
内
会
敬
老
会

北
海
道
「
命
の
み
ち
」
づ

く
り
東
京
大
会（
東
京
都
）

北
海
道
庁
桧
山
会
／
町
村

会
政
策
懇
談
会
／
Ｊ
Ｒ
北

海
道
要
望
活
動（
札
幌
市
）

江
差
町
表
彰
式

ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
（
農

業
）

ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
（
観

光
・
商
業
）

ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
（
漁

業
）

開
陽
丸
理
事
会
・
評
議
員

会江
差
追
分
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
ク
ロ
ー
ズ
大
会

南
部
桧
山
衛
生
処
理
組
合

臨
時
会
／
予
算
ヒ
ア
リ
ン

グ総
務
課
入
札

「
開
陽
丸
を
語
る
会
」
記

念
講
演
会

16
～
23
日

24
日

25
日

26
日

28
～
29
日

30
日
～　

11
月
2
日

3
日

5
日

6
日

7
日

8
日

10
日

11
日

14
日

15
日

町
長
の
主
な
動
静

【
10
月
16
日
～
11
月
15
日
ま
で
】

11
月

10
月

民生委員・児童委員は地域福祉をサポートする
身近な相談相手です

　令和元年12月1日付で、民生委員・児童委員の一斉改選があり、江差町では、31人の民生委
員・児童委員と、2人の主任児童委員が厚生労働大臣から委嘱されました。皆さんの生活や子
どもに関する様々な相談に応じます。相談の秘密は守られますので、お気軽にご相談下さい。
No 担 当 地 区 氏　　名 電話番号 No 担 当 地 区 氏　　名 電話番号

＜民生委員・児童委員＞
1 新栄町 畳　伸子 52-2754 17 陣屋町 若濱　泰子 52-5782
2 愛宕町 金盛　護 52-0040 18 南浜町 岩井　優 52-0526
3 豊川町 田畑千鶴子 52-2379 19 南浜町 前川　綾子 52-3636
4 豊川町・桧岱・東山 田畑　明子 52-1922 20 柏町 鈴木　紹三 52-2666
5 中歌町 室谷　妙子 52-1807 21 柏団地・砂川・椴川町 岩井裕見子 52-1578
6 姥神町 齊藤　純子 52-0422 22 南が丘 中島　幸惠 52-2592
7 津花町 大島久美子 52-0832 23 南が丘 岸田　悦子 52-3156
8 上野町 林　静子 52-1256 24 南が丘 秤谷　文雄 52-2345
9 橋本町 今川　律子 52-0767 25 大澗町・泊町 中山　博 52-1510
10 本町 成田　嘉子 52-0342 26 尾山町・田沢町 松崎　桂子 52-0618
11 新地町 工藤　為義 52-2696 27 伏木戸町・柳崎町 三上　幸男 53-6089
12 円山・緑丘 房田　勝芳 52-2346 28 水堀町・五厘沢町 松崎　仁 53-6436
13 円山・緑丘 澤田　静憲 52-1026 29 越前町・中網町 渡邉　正 53-6183
14 茂尻町 柳田　實 52-1098 30 小黒部町 福島　美博 53-6656
15 茂尻町 徳田　優子 52-4021 31 鰔川町・朝日町 梅川　禎子 53-6552
16 茂尻町・海岸町 高清水雅子 52-2262

＜主任児童委員＞
1 江差中学校区 片石　明廣 52-4334 2 江差北中学校地区 中田二美子 53-6398

問　町民福祉課福祉子育て係（☎52-6720）

　畑さんは、39年の永
きにわたり消防団活動に
精励され、永年の知識と
経験を基に消防団員の育
成及び技術の向上に努め、
災害時には分団長として
現場指揮にあたり、団員
の安全管理に努められま
した。ご受章おめでとう
ございます！

　室井さんは、平成16
年から水堀町内会長、以
後、町内会連合会会長及
び北海道町内会連合会理
事として、長きにわたり
住民自治組織の発展向上
にご尽力され、安全・安
心を目指した地域づくり
に寄与されております。
　 こ の 度、10月30日 に
宮崎県で開催された授賞
式にご出席され、町へ表
敬訪問をされました。ご
受賞おめでとうございま
す。

秋の叙勲
『瑞宝単光章』受章
畑　政美さん（越前町・66 歳）

元江差町消防団第７分団長

全国自治会連合会表彰受賞
室井　常雄さん（水堀町・78 歳）

水堀町内会会長／江差町町内会連合会会長／北海道町内会連合会理事

照井町長（左）と室井会長（右）
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ブ
ラ
ジ
ル
支
部
で
は
、
日
系
１
世

２
世
か
ら
若
い
世
代
に
活
動
が
継
承

さ
れ
て
き
て
お
り
、
今
回
の
事
業
に

よ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
ま
す
ま
す
の

江
差
追
分
の
普
及
伝
承
に
期
待
が
も

て
る
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
内
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化

や
趣
味
の
多
様
化
な
ど
愛
好
者
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
江
差
追
分

は
江
差
町
の
「
宝
」
で
あ
り
日
本
を

代
表
す
る
文
化
で
す
。
未
来
へ
し
っ

か
り
と
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
江

差
町
、
江
差
追
分
会
で
は
こ
れ
か
ら

も
各
種
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
江
差
追
分
会
館
で
は
、
追
分
道
場　

（
10
時
～
16
時
）
を
開
設
し
て
お
り
、

江
差
追
分
を
体
験
で
き
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ん
は
入
館
料
無
料
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に

遊
び
に
き
な
が
ら
江
差
追
分
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
？
（
11
月
～
３
月
、

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
が
休
館
日
）

　
江
差
追
分
会
ブ
ラ
ジ
ル
支
部
創
立

30
周
年
記
念
式
典
・
公
演
が
10
月
17

日
～
20
日
に
ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン
パ
ウ
ロ

市
で
行
わ
れ
、
江
差
追
分
会
か
ら
照

井
誉
之
介 

会
長
（
江
差
町
長
）、
第

41
回
江
差
追
分
全
国
大
会
優
勝
者 

寺
島
絵
里
佳
さ
ん
、
第
47
回
江
差

追
分
全
国
大
会
優
勝
者 

日
和
義
貴

さ
ん
、
尺
八
伴
奏
者 

田
村
壮
成
さ

ん
、
三
味
線
伴
奏
者 

小
野
美
香
さ

ん
、
事
務
局
員
の
６
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
現
地
で
は
、
記
念
式
典
や
ブ
ラ
ジ

ル
支
部
会
員
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
に
よ
る
交
流
の
他
、
ブ
ラ
ジ
ル
音

楽
グ
ル
ー
プ
と
の
音
楽
交
流
や
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
、
さ
ら
に
は
、
３
５
０
席
が

ほ
ぼ
満
員
と
な
っ
た
記
念
公
演
な
ど

に
よ
り
、
江
差
追
分
を
始
め
と
す
る

日
本
の
民
謡
文
化
の
魅
力
を
サ
ン
パ

ウ
ロ
市
民
に
披
露
し
ま
し
た
。

江
差
追
分
会
ブ
ラ
ジ
ル
支
部

創
立
30
周
年
記
念
式
典
・
公
演

　江差追分会館で普段触れることの少ない尺八を
吹いてみませんか？この冬、追分会館では町民の
皆様に民謡に興味を持っていただこうと開催しま
す。楽器に対する興味や江差追分は聴いているけ
ど触れたことのない町民の皆様にぜひこの機会に
参加いただきたいと思います。
※尺八は用意してありますのでお気軽にご参加く
ださい

日　時　12月毎週土曜日（７，14，21，28日）
　　　　１月火、木、土（７，９，11，16，18日）
　　　　午後１時から（おおむね１時間程度）
場　所　江差追分会館
参加料　無料（事前申込不要）
※詳しくはお問い合わせください。
主催・問　㈱舞台派遣（☎52－0920）

尺 八 体 験 教 室 開 催‼
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11
月
５
日
（
火
）
～
７
日
（
木
）、

次
期
江
差
町
総
合
計
画
と
次
期
江
差

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略

の
策
定
に
伴
い
、
重
点
分
野
と
位
置

付
け
る
各
産
業
の
関
係
者
の
皆
様
と

町
長
が
意
見
交
換
を
行
う
「
～
み
ん

な
で
語
ろ
う
江
差
の
産
業
～
ま
ち
づ

く
り
懇
話
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
各
会
場
で
は
、
江
差
町
の
産
業
に
、

ど
の
よ
う
な
取
組
・
施
策
が
必
要
か

な
ど
真
剣
な
表
情
で
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

　

様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
な

か
で
、「
業
種
を
越
え
て
江
差
町
全

体
で
議
論
す
る
場
と
連
携
が
必
要
」

「
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
」「
将

来
へ
の
設
備
投
資
は
難
し
い
」「
担

い
手
を
確
保
す
る
た
め
の
環
境
づ
く

り
」
な
ど
、
各
産
業
で
共
通
し
た
課

題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
頂
い
た
ご
意
見
は
、
町
で
整

理
し
、
今
後
の
町
総
合
計
画
策
定
な

ど
に
お
い
て
検
討
材
料
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
産
業
別
の
主
な
意
見

に
つ
い
て
は
下
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
広
報
統
計
係

　
（
☎
５
２-

６
７
１
２
）

～みんなで語ろう江差の産業～まちづくり懇話会の主な意見
漁業者からの意見 農業者からの意見

商業者からの意見 観光事業者からの意見

○水産資源の枯渇、操業などに対する支援及び新規就
業者の育成及び支援が必要

○養殖や漁業に対する施設、種苗購入などに対する町
の対策・支援が必要

○養殖などの専門家による助言や温泉利活用の検討を
してはどうか。

○地場産品の町内循環の仕組みづくりが必要　 など

○農業機械購入費用助成の継続・拡大を希望
○農地流動化促進補助事業の推進と内容の再検討を希

望
○基盤整備事業及びスマート農業の推進を希望
○担い手や新規就農者の育成の推進が必要
○使用されていない農地・農業機械・倉庫等の賃貸借

による利活用のための情報提供を希望　　　など

○資金調達や施設、技術面での支援、相談窓口の設置
○試作品を仮販売できる場の提供を希望
○町民への地場産品に対する認識が必要
○商店街の機能として、環境整備が必要
○商工会のサポートメニューの活用
○各商店街がテーマを設定し活動　　など

○町民全体の観光に対する認識や目指す方向性を具体
的にし、共通認識を持つ

○宿泊客の実態把握が必要
○町内の各種構成団体の見直しが必要
○江差町歴史文化基本構想の重要性を再認識する必要

がある　　　　　　　　　　　　　　　　　など

漁 業 農 業

商 業 観 光

み
ん
な
で
語
ろ
う
江
差
の
産
業

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
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姥神大神宮渡御祭フォトコンテストの結果
　今年度実施した「姥神大神宮渡御祭フォトコンテスト」は町と町観光コンベンション協会が
共催で開催されました。コンテストは『THE・姥神祭部門』『まつり風景部門』の２部門で募
集され、33名123点の応募がありました。応募いただいた全作品は、12月６日（金）まで五
勝手屋本舗のギャラリーへ展示され、12月16日（月）からは役場住民ギャラリーへ展示しま
すのでぜひご覧ください。今回は入賞された作品をご紹介します。

祭りの裏側。主役は山車だけではない！
そんな一枚 山車・囃子・曳廻しなど、祭りを一枚で表現

まつり風景部門

最優秀賞『一杯で百万馬力』 最優秀賞『全力の美』

優秀賞
『絶やさずに』

優秀賞
『煌びやかな山車行列』

優秀賞
『大吉が出ま

すように』

優秀賞
『山車整列作業』

優秀賞
『見守り続ける
　　　神の眼差し』

THE・姥神祭部門

優秀賞
『江差コレク

ション』
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九艘川公園
魅力化プロジェクト

魅力的な公共空間づくりと
住民参加のまちづくり

を目指して

ま
と
め
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
水
道
課　
都
市
計
画
係

　
（
☎
５
２-

６
７
１
４
）

　
６
月
号
・
８
月
号
広
報
で
も
ご
紹
介

し
て
き
ま
し
た
九
艘
川
公
園
「
花
の
公

園
化
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
花

に
限
ら
ず
公
園
全
体
を
人
の
集
う
魅
力

的
な
空
間
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、

「
九
艘
川
公
園
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
名
を
変
え
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
ま
で
に

４
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

魅
力
的
な
公
園
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
具
体
的

な
計
画
に
つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
た
。

　
11
月
17
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
第

４
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
話
し
合
い
で
出
さ
れ
た
「
魅
力
的

な
九
艘
川
公
園
」の
イ
メ
ー
ジ
を『
ミ
ッ

シ
ョ
ン（
存
在
意
義
）』『
ビ
ジ
ョ
ン（
将

来
像
・
行
動
指
針
）』『
バ
リ
ュ
ー
（
大

切
に
し
た
い
こ
と
）』
と
し
て
ま
と
め
、

来
年
以
降
の
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん

な
ど
と
連
携
し
、
体
制
づ
く
り
を
行
い

な
が
ら
、
公
園
を
魅
力
的
に
す
る
た
め

の
取
組
を
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
結

果
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に

９月１日
　第１回ワークショップ
　　　　　（公園見学）

１１月１７日
　第４回ワークショップ

く そ う が わ

１０月６日
　第３回ワークショップ

■ミッション（存在意義）
　「やすらぎのせせらぎ、よろこびの波紋　九艘川公園」
■ビジョン（将来像・行動指針）
　「できないことは何もない！
　　 挑戦を歓迎し、喜びを伝播させる仕組みをつくる」
■バリュー（大切にしたいこと）
　　１）共創によるつながりの創出
　　２）歴史とストーリーの尊重
　　３）寄り道したくなる自然の演出
　　４）持続可能な仕組みづくり

第４回ワークショップでまとめた魅力的な九艘川公園の
ミッション・ビジョン・バリュー
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一般会計 一般の行政事務に関連する収入と支出を計上。 

令和元年度上半期 各会計財政状況
　　　　　　　　　　　　　　（令和元年９月３０日現在）

収入 　

一
般
会
計
は
、
収
入
支
出
の
差
引
が

５
億
４
，２
９
５
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

収
入
が
支
出
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

収
入
で
は
、
借
金
や
国
（
ま
た
は
道
）

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
の
収
入
率
が
低

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
各
種
の

事
業
の
完
了
に
伴
い
年
度
末
に
収
入
さ

れ
る
も
の
が
多
い
た
め
で
す
。

　

支
出
で
は
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

や
建
設
事
業
な
ど
の
支
払
い
が
下
半
期

特定の事業にかかる収入と支出を計上。
一般の収入・支出と区分して経理する。特別会計

支出 収入

上
半
期
で
予
算
補
正
し
た
主
な
事
業

江
差
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
交
付
金

５
，
８
１
４
万
円

町
道
除
雪
対
策 

３
，
９
２
３
万
円

に
多
い
た
め
、
執
行
率
が
35
％
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
の
執
行
状
況
を
見
る
と
、
支

出
が
収
入
を
上
回
っ
て
い
る
会
計
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

や
借
金
の
借
入
が
下
半
期
と
な
る
た
め
で

す
。

　
こ
れ
ら
の
会
計
に
つ
い
て
は
、
他
の
会

計
か
ら
繰
出
等
を
受
け
て
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。　

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
全
体
で
は
、
収

入
支
出
の
差
引
が
４
億
５
，２
８
９
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
令
和
元
年
９
月
30
日
現

在
で
は
銀
行
等
か
ら
の
一
時
借
入
や
基
金

の
運
用
に
よ
る
繰
入
等
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
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支出

○町税：
　江差町の住民や企業などに課せられる税金。
○譲与税：
　国税の一定割合が町に譲与される。
○税交付⾦：
　道税の一部が交付される。
○地方交付税：
　国税の一定割合の額が、標準的な⾏政サービス
の実施にあたり財源が不⾜する地方公共団体に交
付される。
○負担⾦：
　ある事業について、関係性の高い他の団体など
から、費用の一部を徴収する。
○使用料等：
　公共施設の利用料や町有地などの⾏政財産の目
的外の使用時に徴収する。
○国庫・道支出⾦：
　町の⾏う特定の事務事業に対して、公益性があ
ると認められる場合に国または道から交付される。
○町債：
　町の借金のうち、建設事業などの財源として借
入れするもの。
○その他：
　他の会計や基金から繰り入れたお金や前の年か
ら持ち越されたお金など。

○総務費：
　全般的な管理経費、税の課税・徴収、選挙など。
○民生費：
　高齢者・障がい者対策、保育所の運営など。
○衛生費：
　健康づくり、環境対策、ごみ処理など。
○農林水産業費：
　農林水産業の振興。
○商工費：
　商工業・観光振興。
○土木費：
　道路・河川・公園・町営住宅管理など。
○消防費：
　消防・救急活動。
○教育費：
　学校教育、生涯学習、スポーツ振興など。
○公債費：
　借金返済。
○その他：
　議会運営、勤労者の支援など。

町の公営企業のうち法律により企業
会計方式で経理が行われる。水道事業会計

○資本的収入・支出：
　建設改良費や、建設改良に係る借金返済などの投資的
な支出及びその財源となる収入

○収益的収入・支出：
　営業活動により発生する収益とそれに対応する費用
のこと

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業１

，
６
１
１
万
円

姥
神
中
歌
線
道
路
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
良

２
２
０
万
円

生
涯
学
習
バ
ス
更
新 

７
０
２
万
円

風
し
ん
追
加
的
対
策 

２
１
３
万
円

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
事
業 

１
９
５
万
円
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初
日
の
研
修
会
で
は
、
昨
年
大

き
な
被
災
を
も
た
ら
し
た
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
で
の
被
災
者
支
援

に
関
す
る
貴
重
な
講
演
を
聞
き
、

い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
ら

な
い
自
然
災
害
に
備
え
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
翌
日
は
、
災
害
時
の
高
齢
者
支

援
や
日
本
赤
十
字
社
血
液
事
業
に

関
す
る
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

来
年
度
の
開
催
は
江
差
町
！！

　

令
和
２
年
度
の
協
議
会
総
会
・

研
修
会
は
、
12
年
ぶ
り
に
江
差
町

で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
二
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
、
道
南
各
地
か
ら
多
く
の
方
が

来
町
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

団
員
募
集
中
！！

　
是
非
、
一
緒
に
奉
仕
団
活
動
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課
福
祉
子
育
て
係

　
（
☎
５
２-

６
７
２
０
）

江
差
町
赤
十
字
奉
仕
団
活
動
報
告

道
南
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
に
参
加

　
10
月
17
日（
木
）・18
日（
金
）に
、

「
赤
十
字
奉
仕
団
北
海
道
支
部
道

南
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
総
会
・
研
修

会
」
が
函
館
市
で
開
催
さ
れ
、
当

町
か
ら
奉
仕
団
員
12
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
総
会
・
研
修
会
は
道
南
の
11
地

区
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

お
り
、
後
志
や
胆
振
な
ど
を
含
め

た
約
１
８
０
名
の
参
加
者
が
、
奉

仕
団
活
動
の
意
義
や
重
要
性
に
つ

い
て
の
認
識
を
深
め
、
日
頃
の
活

動
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
図
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し

　

協
力
隊
通
信

江
差
町

　

今
月
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信
は
今
谷
が
担

当
致
し
ま
す
。
２
０
１
６
年
11
月
15
日
の
配
属
以

来
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
11
月
14
日
（
木
）
で
任
期
満
了
の

た
め
、
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
３
年
間
様
々
な
方
々
に
助
け
て
頂
き
、
無

事
に
任
期
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
今
年
の
４
月
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
「
北
海
道
江
差
観
光
み
ら
い
機
構
」
で
引
き

続
き
江
差
町
の
観
光
の
た
め
に
、
仕
事
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

特
に
、
江
差
町
の
情
報
を
、
観
光
客
や
町
民
の

み
な
さ
ん
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
、
案
内
所
等
で

簡
単
に
と
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
今
ま
で

以
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

ドローンを使った撮影 元山・笹山登山道調査

第
39
回
目
は
観
光
振
興
業
務
担
当

　
　 

い
ま
た
に
　  

こ 

う 
じ

今
谷
　
好
志
　
隊
員
で
す
。

google ストリートビューの撮影



広報えさし 12 月号11

は
基
本
的
に
交
通
量
の
少
な
い
早
朝
５
時
か
ら

作
業
を
行
っ
て
お
り
交
通
量
の
多
い
日
中
や
夜

間
の
除
雪
作
業
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご

理
解
願
い
ま
す
。

　
な
お
、
降
雪
量
が
多
い
日
な
ど
は
通
常
よ
り

除
雪
作
業
に
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
重
ね
て
ご
理
解
願
い
ま
す
。

 

■
町
か
ら
の
お
願
い

・
車
両
の
路
上
駐
車
は
除
雪
の
妨
げ
と
な
り
、

除
雪
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
道
路
へ
の
雪
出
し
は
通
行
の
支
障
だ
け
で
な

く
、
交
通
事
故
発
生
の
原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ

り
、
大
変
危
険
で
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。

・
除
雪
作
業
は
、
限
ら
れ
た
時
間
で
広
範
囲
を

行
う
た
め
、
積
も
っ
た
雪
を
か
き
分
け
て
車
が

通
行
で
き
る
状
態
に
は
で
き
ま
す
が
、
か
き
分

け
た
雪
を
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
大

変
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
間
口
か
ら
道

路
ま
で
の
除
雪
は
、
各
家
庭
や
事
業
所
で
行
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
水
道
課
土
木
管
理
係

　
（
☎
５
２-

６
７
１
４
）

　
町
で
は
冬
期
間
、
町
道
の
安
全
な
通
行
確
保

の
た
め
除
雪
や
凍
結
防
止
剤
の
散
布
な
ど
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
例
年
同
様
、
業
者
委
託
と

直
営
作
業
に
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
な
除
雪
を

心
が
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
冬
に
つ
き
ま
し

て
も
町
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

 

■
除
雪
出
動
の
目
安

　
江
差
町
の
除
雪
出
動
基
準
に
つ
い
て
は
国
道
、

道
道
と
同
様
に
概
ね
積
雪
が
10
㎝
以
上
を
目
安

に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
吹
溜

り
や
路
面
の
状
況
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
下
で
も

実
施
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
除
雪
作
業

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

雪 捨 て 場 の 指 定
　町では、住民の排雪対策として、雪捨て場
を昨年同様に町内砂川（図面のとおり）に指
定しますので、指定場所以外には絶対に捨て
ないようお願いします。
　また、例年雪捨て場におけるゴミの散乱が
見受けられますので、ゴミを混入しないでく
ださい。
　なお、営業として排雪を⾏う事業者など
は、排雪後、整地のうえ一般利用者の排雪場
所の確保に努めてください。

●指定期間／12月1日～3月31日

問　建設水道課土木管理係（☎52-6714）
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項　目 対　　　　象 内　　　容 料金※

特定健診
今年度 40 歳以上になる国民健康保険加入者
　※国保以外の方は各保険者から発行された
　　「特定健診受診券」の提示が必要です。

身体計測
尿検査
血圧測定
血液検査
医師の診察

無　料

一般健診 後期高齢者医療制度加入者　または
生活保護を受給されている 40 歳以上の方

胃がん検診　 

今年度 40 歳以上になる方

胃バリウム検査 1,500 円

肺がん検診　 胸部エックス線検査 500 円

大腸がん検診 検便 800 円

前立腺がん検診 今年度 40 歳以上になる男性 血液検査 2,100 円

肝炎ウイルス検査 今年度 40 歳以上になる方で、
今まで受けたことのない方 血液検査 500 円

巡回人間ドックのお知らせ

【巡回人間ドックの受け方】

日にち 会　　　場 受付時間（３日間共通）

１月２９日（水） 保健センター（役場内）  ①　７：００～　８：００
 ②　８：００～　９：００
 ③　９：００～１０：００
 ④１０：００～１１：００

１月３０日（木） 水堀コミュニティセンター

１月３１日（金） 小黒部寿の家

　江差町では、健康診断の費用助成をしています。下記の健康診断が、国保の方は無料で、その他の方も
安い料金で受けることができます。今回が今年度最後の実施です。ぜひ、お申し込みください。

　※国保の方はすべての項目が 無料 。後期高齢者の方は、胃・肺・大腸がん検診が 半額 になります。
　※エキノコックス症検診の受診を希望される場合はお問い合わせください（小学校３年生以上が対象です）。

※希望する会場・時間・健診内容を
　選んで、お申し込みください。
※受付時間の希望がなければ、
　12/17以前から申し込みできます。

※健診の約 1 週間前までに、
　案内と問診票が届きます。
※大腸がん検診を受診する方は
　当日までに 2 日分採便してく
　ださい（とれなかった場合、
　後日提出もできます）。

※案内の注意事項、
　持ち物を確認の上、
　受診します。
※特定健診を受ける方で、
　受診券が手元にない場

合はご連絡ください。

電話で予約する
12/17（火）～申し込み開始

（健康推進課　☎ 52-6718）

案内・問診票を確認する 受診する

　５月広報折込チラシでは、今年度の前立腺がん検診の料金を2,060円とお知らせしていましたが、
10月の消費増税に伴い、料金が2,060円⇒2,100円に変更になりました。ご了承くださいますよう
お願いします。

【健診のお申し込み・お問い合わせ　健康推進課　健康推進係　☎ 52－6718】

＊前立腺がん検診の料金について＊
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珠 洲市友好都市 珠洲焼プロジェクト 2019
「珠洲焼×茶」半澤鶴子さん講演会

　珠洲焼プロジェクト 2019・「珠洲焼×茶」を
テーマにしたイベントが開催され、文藝館では
10 月 25 日～ 27 日に茶事の出仕事屋・半澤鶴
子さんによる、講演や茶事が⾏われました。
　講演で半澤さんは、「火と水と土を使い、命の
繁栄を表す茶の湯と、土の呼吸を乱さずすっき
りと作られた珠洲焼。この２つが出会わなかっ
たのはまさに歴史のいたずら」と話し、日本の
豊かな四季の中で育まれた文化の魅力や寄り添
う心について語りました。 一期一会を大切に全国を⾏脚する半澤さん（右上）

令和２年
1月31日まで !! 高齢者肺炎球菌予防接種

　　　　　　　　①②のいずれかに該当し、過去に接種をしたことがない方。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（任意接種した方も対象外です）
　　①令和元年度に下記の年齢になる方　

　　② 60 歳以上 65 歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能で
　　　１級の身体障害者手帳をお持ちの方（接種を希望される方は下記まで連絡ください）

　　　　
　　町内医療機関での接種（接種料金のうち、5,000 円を町が助成します）
　　※インフルエンザ予防接種との同時接種も可能です。
　　　（佐々木病院、勤医協江差診療所に限る）
　　令和元年度対象の①の方へは６月下旬頃、個別通知でお知らせしています。
　　対象の方で、お手元に通知がない方は下記までご連絡ください。
　　 

お問い合わせ先：健康推進課　健康推進係（☎ 52－6718）

対 象 者

接種方法

６５歳 ( 昭和 29 年 4 月２日～ 30 年 4 月 1 日生 )
７５歳 ( 昭和 19 年 4 月２日～ 20 年 4 月 1 日生 )
８５歳 ( 昭和 9 年 4 月２日～ 10 年 4 月 1 日生 )
９５歳 ( 大正 13 年 4 月２日～ 14 年 4 月 1 日生 )

　７０歳 ( 昭和 24 年 4 月２日～ 25 年 4 月 1 日生 )
　８０歳 ( 昭和 14 年 4 月２日～ 15 年 4 月 1 日生 )
　９０歳 ( 昭和 4 年 4 月２日～ 5 年 4 月 1 日生 )
１００歳以上 ( 大正 9 年 4 月 1 日以前 )
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対
象
に
、
タ
ク
シ
ー
料

金
が
割
引
と
な
る「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
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。
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２
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方
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療
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０
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介
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介
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Ａ
Ｓ
Ｅ
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介
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介
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加
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申
込
締
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月
16
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参
加
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合
わ
せ
先
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５
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６
７
２
6
）

福
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介
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催
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５
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泌尿器特集　その２
「血尿の検査の新兵器」

　血尿の検査には、尿検査、血液検査、レントゲン検査の他
に、膀胱の内視鏡検査がとても役に立ちます。内視鏡で直接
膀胱の内部を観察することにより、小さな膀胱癌を発見した
り、血尿が左右どちら側の腎臓からでているのかを知ること
が出来ます。また、尿の出口から膀胱までの間の尿道や前立
腺の異常も見つけることが出来ます。
　当院では 9 月から新しい膀胱の内視鏡検査機器を導入しま
した。この機器には 2 つ大きな特徴があります。一つ目は、
大幅に解像度が向上したモニターと、高画質な内視鏡との組
み合わせによって、飛躍的に鮮明な画像が得られるようになっ
たことです。一言で言うと、ブラウン管テレビからハイビジョ
ンテレビになったようなものです。今まで見ることが出来な
かった、小さな病変も見ることが可能になりました。
　もう一つの特徴は、NBI システムです。癌の周辺は、毛細
血管が増えていて、粘膜表面が込み入った模様に変わってい
ますが、従来の内視鏡でこれを正確に見ることは困難でした。
NBI システムは、特殊な波長の光を用いることにより、粘膜
表層の毛細血管と粘膜微細模様を
強調して見ることが出来ます。簡
単に言うと、変装して隠れている
癌を見つけることが出来るように
なったわけです。
　　泌尿器科　医長　田中　吉則

整 形 外 科 午前　月から金曜日（午前11時までの受付）
循 環 器 内 科 午前　月から金曜日

午後　月と金曜日

消 化 器 内 科

（初診及び再診）午前　毎週水曜日（初診受付11時まで）
午後　9日・23日（月）
（再診のみ）　＊再診受付完全予約制
午前10時まで受付　10日・24日
午前11時までの受付　2日・16日
午後　毎週木曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

総 合 診 療 科 午前　月から木曜日（初診受付11時まで）
（なお、月曜日は午前10時から診療）

総合診療（外科） 午前　火曜日から木曜日
外 科 午前　20日・27日
小 児 科 午前　月から金曜日
泌 尿 器 科 午前　月から金曜日

午後　水曜日
精 神 科 午前　月から金曜日（初診は完全予約制）
産 婦 人 科 午前　月から金曜日

耳 鼻 咽 喉 科
午前　3日・4日・11日・12日・17日・18日・25日・26日
（初診受付11時までにお願いします）
午後　11日・25日

眼 　 　 　 科

午前　5日・19日
（予約以外の方は10時までに受付）
午後　4日・11日・18日
コンタクトレンズを希望する患者様へ当院で
以前調整した患者様にのみ対応いたします。

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 午前　6日・20日

　　　　　　午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　　　　　　　（初診の方は、9時00分～）                   
　　　　　　午後･･･1時00分～2時30分 
　　　　　　予約受付時間（定期患者のみ）
　　　　　　午後･･･1時00分～4時00分  

※診療受付時間 

北海道立江差病院　（字伏木戸町 484 番地　☎ 52-0036　FAX52-0098　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/db/esb）

道 立 江 差 病 院 コ ー ナ ー

※診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

外来診療体制
12 月の診療予定です 

☆☆☆ “ 看護師・助産師 ” 職員募集のお知らせ☆☆☆
看護師・助産師の正規＆看護師・准看護師・看護助手の臨時
職員を募集しています。まずは臨時職員から働き始めて見ま
せんか。院内保育所の利用や勤務時間もご相談ください。連
絡お待しています。お問い合わせ先：５２－００３６（内線
２０２）総看護師長　廣野まで

診
療
科
、
曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
。
御
確
認
下
さ
い
。

　
私
が
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テ
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ス
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に
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任
し
た
の
が
、
お
よ
そ
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前
の
平
成
30
年

１
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な
く
２
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お
り
、
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よ

い
よ
私
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江
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れ
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と
に
な
り
ま
し
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後
任
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弁
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士
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継
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ま
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の
で
、
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和
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在
籍
し
て
い
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
後
任
の
弁
護
士
は
、
令
和
２
年
１
月
１
日
付
で
、
東
京
の
多
摩

か
ら
森
脇
崇
（
も
り
わ
き
た
か
し
）
弁
護
士
が
着
任
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
法
テ
ラ
ス
江
差
で
は
い
ろ
ん
な
事
件
を
処
理
し
て
き
ま
し
た
。
事
件
を

解
決
す
る
こ
と
で
檜
山
の
人
た
ち
が
少
し
で
も
幸
せ
に
な
っ
て
頂
け
た
の

で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
に
苦
し
み
つ
つ
道
南
を
駆
け
回
っ
た
日
々
も
、
海
を

越
え
て
奥
尻
島
に
行
っ
た
日
々
も
、
思
い
か
え
せ
ば
素
晴
ら
し
い
思
い
出

で
す
。

　
法
テ
ラ
ス
江
差
に
来
て
良
か
っ
た
で
す
。
檜
山
の
青
い
海
の
色
も
緑
の

木
々
の
色
も
死
ぬ
ま
で
忘
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
は

慣
れ
親
し
ん
だ
景
色
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
か
ら
す
る
と
素
晴
ら
し
い

景
色
で
し
た
。
何
か
の
機
会
で
檜
山
に
寄
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
檜
山
の
素

晴
ら
し
さ
を
も
っ
と
発
見
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
お
世
話
に
な
っ
た
み
な
さ
ま
、
２
年
間
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
法
テ
ラ
ス
江
差
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
も
し
皆
さ
ん
の
身
近
な
こ
と
で
何
か
お
困
り
ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

是
非
お
気
軽
に
ご
相
談
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
電

話
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
、
土
日
の
ご
相
談
に
も
対
応
い
た
し
ま
す
。

　
ご
相
談
の
ご
予
約
は
０
５
０-

３
３
８
３-

５
５
６
３
ま
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
法
テ
ラ
ス
江
差　
弁
護
士　
加
地　
彰
吾
）

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信

　
～
退
任
の
ご
挨
拶
～
　
　（
第
119
号
）



広報えさし 12 月号 16

■導 入 に よ る メ リ ッ ト ！

■コミュニティ・スクールって？

まなびたい
生涯学習情報

　町では、平成 29 年度から江差北小学校と江差北中学校が合同でコミュニティ・スクールを導入しておりますが、本年
度から南が丘小学校、江差小学校、江差中学校の３校それぞれにおいてコミュニティ・スクールを導入いたしました。導
入にむけて昨年２月から各学校で説明会を開催するなど準備を進めてきました。
　ここでは、学校・地域・保護者が一体となって進める本制度の内容をご紹介します。

小中学校の児童生徒は将来の江差の大切な担い手、
学校・地域・保護者が一体となって、地域を愛する子どもを育てる！

コミュニティ・スクール町内全小中学校でスタート！

まなびたい

　※コミュニティ・スクールとは、学校運営協議会を置いた学校です。
◎学校運営に、地域の皆さんの声を生かす仕組みです。
◎保護者や地域の住民、有識者などで構成する「学校運営協議会」を通じて、皆さんの意見を学校運営に反映します。
◎地域の声を学校運営に生かしながら、幅広い地域住民の協力を得て、学校と地域が一体となって特色ある学校づくりを
進めていくことで、子どもたちの学びや体験を充実することができます。

コミュニティ・スクールを導入することによって、次のようなメリットがあります。
①地域の特性を活かした取組みの推進　　　　　　⑤学校のことを知ってもらう
②地域全体で子どもたちを見守る体制づくり　　　⑥学校と地域で意識の共有ができる
③地域住民の活躍の場、生きがいづくり　　　　　⑦学校を核とした地域づくり
④先生たちが働きやすい環境づくり
広く保護者や地域の方々が、子育ての当事者として課題・目標を共有することで、子どもたちへの取組みを支援することで、
地域の活性化につながります。

　子どもたちを取り巻く環境や学校の抱える課題は、年々複雑になっています。全国的に、いじめの問題や不登校の増加、
生活習慣の乱れによる気力・体力の低下、学習意欲の低下など課題が複雑化、困難化することで先生の負担も年々増えて
おり、学校と地域が連携・協働することが重要です。子どもや学校の抱える課題の解決、そして未来を担う子どもたちの
豊かな成長には、学校と地域が一体となって役割分担をしながら、それぞれ主体的に取り組むことが必要です。

　学校では、これまで「ふるさと学習」として地域の方々と校外学習を通じて連携してきました。農漁業者の方々と連携
しての農漁業体験、江差追分会師匠を学校へ招いての追分学習、各企業での学習、絵本サークルポポリンの学習支援、江
差スキークラブ指導員のスキー授業支援、学習発表会に向けての民芸団体連絡協議会各保存会による郷土芸能学習、あい
さつ運動や見守り隊など多くの連携を実践しています。
　今後も、既存の取り組みを土台とした上で、地域住民・保護者の方々と地域の実情に応じた仕組みで積極的に連携し進
めていきます。

■地域とともにある学校づくりへ！

■具体的取り組みの実践に向けて！
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江 差 町 図 書 館　～図書館はあなたの生涯学習を応援します～
江差町字茂尻町 71 番地　文化会館 2 階【開館時間】午前 9 時～午後 5 時　

【TEL】52-5454【FAX】52-3566【e-mail】esashi-lib@town.hiyama-esashi.lg.jp

図  書  館
へ行こう！

12 月　　　：夜間開館日　　：読み聞かせ会

日 月 火 水 木 金 土

1 休 3 4 5 6 7

8 休 10 11 12 13 14

15 休 17 18 19 20 21

22 休 24 25 26 27 28

29 休 休

　絵本サークルポポリンと絵本で楽しむクリスマス会を開催いたします。
　絵本の読み聞かせはもちろん工作体験など、親子で楽しめる催しものをたくさん
用意しております。事前の参加申込みは不要なので、ご家族やお友達をお誘いの上、
たくさんのご来場をお待ちしております！

日　時　　１２月１４日（土）１３時３０分から
場　所　　江差町文化会館　小ホール
内　容　　絵本読み聞かせ、工作体験（未就学児童も大丈夫です！）など

　年末にあわせて特別貸出を⾏いま
す。期間中は貸出冊数、期間が大幅
アップします。
　是非、ご利用ください。

実施期間　17 日（火）～ 29 日（日）
貸出冊数　３冊　　→　５冊
貸出期間　２週間　→　３週間

○移動図書館バス
　隔週の金曜日に２つのコースを巡回しています。
　お近くのステーションにお気軽にお立ち寄りください。
　事前にご連絡をいただければ、ご希望の本をお届けします。
　○第１・第３金曜日コース…12 月 6 日・20 日
　○第２・第４金曜日コース…12 月 13 日

○絵本読み聞かせ
　第１・第３土曜日は、絵本サークルポポリンが絵本の読み
聞かせ会を開催しています。ぜひ、遊びに来てください！
　12 月 7 日・21 日　午後２時～（図書館児童書コーナー）

○図書館カレンダー
　毎週水曜日と金曜日は夜７時まで開館しています。
　お仕事の帰りなどに、ぜひご利用ください。

○クリスマス会開催のお知らせ

おすすめ図書のご紹介 年末特別貸出のご案内
『女子栄養大学の疲れをとるもやしレモン』
三浦理代監修、柴田真希レシピ製作・監修

　ちょっとした副菜やお弁当の隙間埋めに大
活躍！もやしをゆでてレモン汁と混ぜるだけ
の簡単惣菜。アレンジレシピも掲載されてい
るので、とっても便利な一冊です。図書館ス
タッフ全員がおすすめいたします！

２０２０江差町成人式のお知らせ
　新成人の新たな門出をお祝いし、大人として自覚を深めていただく場として「２０２０江差町成人式」
を次のとおり挙行いたします。
　すでに、江差町にご住所がある新成人対象者へは案内状を郵送によりお送りしておりますが、引っ越し、
進学や就職により町外に転出された方で当町成人式に出席希望の方は、お手数ですが社会教育課社会教育
係までお問い合せください。また、町民の皆様にも広く祝福をいただきたいと思いますので、たくさんの
ご来場をお待ちしております。

　　　　　　　と　き　　２０２０年（令和 2 年）１月１２日（日）１３時００分から
　　　　　　　ところ　　江差町文化会館　大ホール
　　　　　　　問合せ　　０１３９－５２－１０４７（社会教育係）
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困
り
ご
と
心
配
ご
と

   

特
設
人
権
相
談

　

江
差
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
函
館
地

方
法
務
局
江
差
支
局
で
は
、
人
権
週
間

（
12
月
４
日
～
10
日
）
行
事
の
一
環
と
し
て

「
困
り
ご
と
心
配
事
特
設
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
身
近
な
法
律
問
題
や

人
権
問
題
に
関
わ
る
様
々
な
ご
相
談
を
お

受
け
し
、
解
決
へ
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
で

は
、
い
つ
で
も
人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
江
差
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
　
函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局

　
　
（
☎
５
２-

１
０
４
８
）

お
知
ら
せ

   

奨
学
資
金
貸
与
奨
学
生
募
集

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
進
学
を
希
望
し

て
い
て
も
経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
就
学

困
難
な
学
生
（
保
護
者
町
内
在
住
の
方
）

に
対
し
、
学
費
の
一
部
を
無
利
子
で
貸
与

し
て
い
ま
す
。

貸
与
金　

○
月
額

　
高
校
等
～
12
千
円
以
内

　
大
学
等
～
24
千
円
以
内

○
入
学
一
時
金

　
高
校
等
～
50
千
円
以
内

　
大
学
等
～
１
０
０
千
円
以
内

奨
学
金
交
付
月

　
年
３
回
払
い
（
５
月
・
７
月
・
11
月
）

返
還
方
法
等

　

卒
業
後
１
年
据
え
置
き
、
10
年
以
内
で

償
還

申
込
方
法

　

高
校
等
希
望
者
は
中
学
校
を
通
じ
て
申

込
と
な
り
ま
す
。（
大
学
等
は
直
接
教
委
へ
）

申
込
締
切　
令
和
２
年
３
月
23
日
（
月
）

問　
学
校
教
育
課
総
務
係

　
　
（
☎
５
２-

１
０
５
９
）

   

新
春
〝
夢
〟
イ
ベ
ン
ト

   

壱
番
蔵
で
年
越
し
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　
12
月
31
日
（
火
）
大
晦
日

　
　
　
午
後
11
時
30
分

内
容　

「
干
支
マ
ス
コ
ッ
ト
」、

「
本
漆
塗
り
の
干
支
の

置
物
」
の
販
売
な
ど
を

行
い
ま
す
。

場
所　
壱
番
蔵

問　
江
差
町
歴
ま
ち
商
店
街
組
合

　
　
（
☎
５
２-

０
５
３
１
）

   

町
道
除
排
雪
作
業
員
募
集

職　
　
種　
除
排
雪
作
業
員

募
集
人
員　
４
名

雇
用
期
間

　
令
和
２
年
１
月
１
日
～
３
月
31
日

応
募
資
格　

○
町
内
在
住
の
健
康
な
方

○
大
型
自
動
車
第
一
種
・
第
二
種
運
転
免
許

ま
た
は
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
の
ど
ち
ら

か
の
有
資
格
者
（
取
得
見
込
み
を
含
む
）

○
車
両
系
建
設
機
械
（
10
年
以
内
に
安
全
教

育
講
習
を
受
講
さ
れ
て
い
る
）
免
許
有
資

格
者

応
募
方
法　

　

履
歴
書
（
任
意
）
お
よ
び
各
免
許
証
の

写
し
を
建
設
水
道
課
へ
持
参
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　
令
和
元
年
12
月
11
日
（
水
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
建
設
水
道
課
土
木
管
理
係

　
　
（
☎
５
２-

６
７
１
４
）

  

無
戸
籍
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　

何
ら
か
の
理
由
で
、
出
生
届
を
出
し
て

い
な
い
こ
と
に
よ
り
無
戸
籍
と
な
っ
て
い

る
方
（
そ
の
保
護
者
の
方
）
を
対
象
に
、

必
要
な
手
続
の
ご
案
内
・
ご
相
談
を
受
け

て
お
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
下
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
町
民
福
祉
課
住
民
お
も
て
な
し
係

　
　
（
☎
５
２-

６
７
２
０
）

　
　
函
館
地
方
法
務
局
戸
籍
課

　
　
（
☎
０
１
３
８-

２
３-

９
５
２
６
）

    

町
営
住
宅
空
き
室
情
報

募
集
住
宅

〈
選
考
委
員
会
に
よ
る
選
考
住
宅
〉

○
陣
屋
団
地
（
２
号
棟
）

　
１
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
一
般
世
帯　
１
戸

募
集
期
間　
12
月
２
日
（
月
）
～
13
日
（
金
）

入
居
可
能
日　
１
月
上
旬
～

〈
随
時
申
込
対
象
住
宅
〉

○
南
が
丘
第
２
団
地

　
３
Ｄ
Ｋ
・
一
般
世
帯
・
２
戸

○
中
歌
町
団
地

　
２
階
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
一
般
世
帯
・
１
戸

　

一
般
世
帯
の
住
宅
は
原
則
２
人
以
上
の

世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
財
政
課
住
宅
管
財
係

　
　
（
☎
５
２-
６
７
１
５
）

   

ま
な
び
っ
く
で
学
び
ま
せ
ん
か

【
住
民
講
座
受
講
の
ご
案
内
】

○
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

日
時　
12
月
４
日
（
水
）、
18
日
（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

定
員　
20
名

申
込　
各
実
施
日
の
前
日
ま
で

【
機
動
職
業
訓
練
の
ご
案
内
】

○
型
枠
施
工
科

日
時　
１
月
７
日
（
土
）
～
３
月
19
日
（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
10
分
～
午
後
３
時
50
分

申
込　
12
月
17
日
（
火
）

定
員　
10
名

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
５
２-

１
８
１
３
）

12
月
　
掲
示
板

募
　
　
　
集

開催日 曜日 町名 開設場所 開設時間

12 月 3 日 火 奥 尻 町 奥尻町役場
青苗支所

午後１時～
３時

12 月 4 日 水
上ノ国町 上ノ国町役場
厚沢部町 厚沢部町役場

12 月 5 日 木 乙 部 町 乙部町生きがい
交流センター

12 月 10 日 火 江 差 町 江差町文化会館

日時・会場
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「にしんの日」
毎月 24 日

今月の野菜の日
12 月 20 日（⾦）

通常価格の２～３割引
７～８品限定！

▶主催　野菜の日実⾏委員会

12 月の納税
町 道 民 税　第４期　国民健康保険税　第６期
介護保険料　第６期　後期高齢者医療保険料　第６期

令和元年度　ふるさと応援寄付金の状況
（11 月末現在）

　　　　　寄付件数：　    　 859 件
　　　　　寄付金額：13,486,000 円

小さな町の大きな挑戦
～つながる「キズナ」・こたえる「オモイ」～

ふるさと江差を応援して下さい !!
※申し込み等詳しくは、さとふる HP へ
http://www.satofull.jp/esashi-hokkaido/

お誕生おめでとうございます
（10 月１日～ 10 月 31 日）

（住所）　　　　 （両親）　　　 （子の名）（性別）　
本　町　　高　岡　人　夢　　　好

すい
　　　女

　　　　　　　　　千　種
柏　町　　笠　原　修　二　　緑

りっ
　夏

か
　　女

　　　　　　　　　真里恵
柳崎町　　若　井　秀　斗　　美

み
　橙

と
　　女

　　　　　　　　　恵　梨

ご結婚おめでとうございます
（10 月１日～ 10 月 31 日）

（住所）　　　（新郎）　　　（新婦）　　　（住所）
尾山町　　近藤　敬也　  田中ちえみ　　八雲町
柏　町　　藤島　　亮　  澤田梨緒菜　　鰔川町

おくやみ申しあげます
（10 月１日～ 10 月 31 日）

（住所）　　　　（氏名）　　　（年齢）  （死亡日）　
本　町　　渡　辺　み　つ　　89 歳　10 月 2 日
陣屋町　　平　田　サツ子　　84 歳　10 月 2 日
柳崎町　　伊　 　　　繁　　85 歳　10 月 4 日
柳崎町　　大　沼　ヤ　ヱ　 103 歳　10 月 17日
柳崎町　　本　間　ハルヱ　 101 歳　10 月 17日
水堀町　　室　井　ミサ子　　87 歳　10 月 30日

（－12）
（－７）
（－５）
（－12）

総人口
　男
　女
世帯数

7,513
3,607
3,906
4,243

（　）内前月比

人 口 と 世 帯
令和元年10月末現在

口座振替はあなたの代役。希望される方は税務課まで

   

精
神
保
健
相
談
（
こ
こ
ろ
の
相
談
）

　
日
時　
12
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

　
申
込　
12
月
12
日
（
木
）
午
前
中

　
場
所　
北
海
道
江
差
保
健
所

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
問　
北
海
道
江
差
保
健
所

　
　
　
（
☎
５
２-

１
０
５
３
）

   

年
金
相
談

　
日
時　
12
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

　
申
込
期
日　
12
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
　
　
※
相
談
申
込
は
お
早
め
に
！

　
場
所　
役
場
住
民
相
談
室

　
問　
健
康
推
進
課
国
保
医
療
係

　
　
　
（
☎
５
２-
６
７
２
５
）

   

ご
み
を
搬
入
さ
れ
る
方
へ

　

12
月
７
日
（
土
）
は
休
日
の
た
め
施
設

へ
の
ご
み
の
受
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
日
・
祝
日
も
休
日
で
す
。

※
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問　
南
部
桧
山
衛
生
処
理
組
合

　
　
（
☎
５
３-

６
３
０
１
）

   

運
転
免
許
の
更
新
講
習

　
日
時　
12
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　
優
良　
午
後
１
時
～

　
　
　
　
一
般　
午
後
２
時
～

　
　
　
　
初
回　
午
後
３
時
45
分
～

　
　
　
　
12
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
優
良　
午
後
１
時
～

　
　
　
　
違
反　
午
後
２
時
15
分
～

　
場
所　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

   
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

   
お
手
続
き
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

10
月
か
ら
給
付
金
制
度
が
始
ま
り
、
対

象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
よ
り

請
求
手
続
き
の
ご
案
内
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

同
封
の
請
求
書
（
は
が
き
）
を
ま
だ
返

送
し
て
い
な
い
場
合
、
返
送
が
遅
れ
る
と
、

給
付
金
の
一
部
を
受
け
取
れ
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
急
に
記
入

し
返
送
く
だ
さ
い
。

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を
装
っ

た
不
審
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
☎
０
５
７
０-

０
５-

４
０
９
２
）

　
ま
た
は　
年
金
給
付
金　
検
索

   

ス
キ
ー
道
具
を
貸
出
し
ま
す

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
小
中
学
生

を
対
象
と
し
た
ス
キ
ー
道
具
の
貸
出
を
次

の
日
程
で
行
っ
て
い
ま
す
。

日
程　
12
月
７
日
（
土
） 

時
間　
開
場　
午
前
８
時
50
分
～

　
　
　
受
付　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
役
場
１
階
住
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

申
込
方
法　

　
当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
に
貸
出
し
ま
す
。

注
意
事
項

○
会
場
内
が
大
変
混
雑
す
る
場
合
が
あ
る

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
願
い
ま
す
。

○
当
日
来
ら
れ
な
い
場
合
も
９
日
（
月
）

以
降
、
随
時
貸
出
を
行
っ
て
ま
す
。

○
ス
キ
ー
道
具
の
各
サ
イ
ズ
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
　
（
☎
５
２-

１
０
４
７
）
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12 令
和
元
年
12
月
1
日
発
行

発
行

・
編

集／
江

差
町

役
場

・
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
広

報
統

計
係

〒
0４３-８５６0   北

海
道

檜
山

郡
江

差
町

字
中

歌
町

1９３番
地

１
TEL 01３９ｰ５2ｰ6712
FAX 01３９ｰ５2ｰ02３４

ホームページ　
http://www.hokkaido-esashi.jp/

広
報

この用紙は、原材料の一部に
道産間伐材を使用しています

まちの出来事

道産 間伐材使用

まちの出来事

11/1 障がいについて学ぶ
人権スポーツ教室

11/15 戊辰戦争終結150周記念
開陽丸を語る会

　車いすバスケットボール体験を通じて、障がいのある人の人権
について正しい理解と認識を深めること等を目的に江差人権擁護
委員協議会が江差中学校３年生を対象として実施しました。

　ホテルニューえさしにおいて榎本隆充氏（榎本武揚の曾孫）
を講師に「榎本武揚と開陽丸」（主催：開陽丸を語る会）につ
いての記念公演が開催されました。

　町では、次の日程で新年交礼
会を開催します。多くの町民の
皆様のご参加をお待ちしていま
す。役場窓口、商工会で会券を
お買い求めください。
日時　１月６日（月）
　　　午後６時～
会場　ホテルニューえさし
会費　2,000 円

問　総務課総務係（☎ 52-6711）

新年交礼会のご案内

　文化会館において第48回江差町文化祭が⾏われ、町内で活動
している各文化団体、個人の作品約840点が展示されたほか、
最終日には、舞踊、民謡、合唱などの発表が⾏われました。

芸術の秋
江差町文化祭11/1～3

３世代交流
シニアカレッジ学園祭11/21～23

　町シニアカレッジ学園生が講座などで学んできたことを発表
する場で、子どもたちや町内小学生と一緒に工作・昔遊びなど
を通して交流しました。

令和元年第４回
江差町議会定例会は
12 月 11 日～

開会予定です。
　議会傍聴は、皆さんが議会活
動に触れる最も身近な方法で
す。たくさんのお越しをお待ち
いたしております。
　詳しい日程についてはお問い
合わせ下さい。
問　議会事務局（☎52-6713）


